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平成２７年度議会報告会記録 
年 月 日 平成27年10月31日（土） 

開 会 午後2時00分 閉 会 午後3時30分 

場 所 さざんか会館 

参 加 議 員 

（８名） 

田村 繁已（副議長） 

岡田 信俊  魚﨑  勇  秋山 智博  吉田 博幸  勝田 鮮二 

寺坂 寛夫  角谷 敏男  岩永 安子   

参 加 者 20名 

報 告 会 の 

内 容 

①平成26年度決算の概要について 

②総務企画委員会 

③福祉保健委員会 

④文教経済委員会 

⑤建設水道委員会 

⑥その他 

 ・新庁舎建設に関する調査特別委員会 

 ・議会改革検討委員会 

 ・議会広報委員会 

 

午後 2時 00 分 開会 

（開会） 

◆魚﨑勇議員 本日は御来場いただきまして、ありがとうございます。 

ただいまより、平成 27 年度鳥取市議会議会報告会を開会いたします。私は本日の司会進行を

務めさせていただきます魚﨑勇でございます。よろしくお願いいたします。 

（あいさつ） 

◆魚﨑勇議員 それでは、開会にあたり鳥取市議会副議長田村繁已より御挨拶申し上げます。 

◆田村繁已副議長 皆様こんにちわ。(「こんにちわ」と呼ぶ声あり)鳥取市議会副議長の田村繁

已でございます。 

議会報告会を開催しましたところ、多くの方にご参加いただきまして誠にありがとうござい

ます。この報告会は、議会の活動を直接、市民の皆様にお伝えするために昨年にひきつづき、

市内４会場で全議員が役割分担して開催するものであります。昨年の報告会では、「市議会への

関心が高くなった」「今後も行ってほしい」などの期待の声をいただいた反面「内容が少し難し

い」「質疑の時間を増やしてほしい」という意見もいただき、本年度は内容の見直しを行ったと

ころであります。 

また、市長部局に対する要望等もいただき、議会でまとめて伝えました。市長部局からは、

今後の業務の参考にするなどの回答があり、これらは、鳥取市議会のホームページに掲載して

おります。 
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本日は、市議会の審査機関として重要な役割を果たしている常任委員会や特別委員会の活動

を中心に報告を行い、その後、皆さんからの質問や意見をお受けすることとしております。 

参加者の皆さんには、いろいろとお忙しいこととは思いますが、最後までお付き合いしてい

ただきますよう、よろしくお願い申しあげましてあいさつとさせていただきます。本日は大変

ご苦労様です。 

（参加議員の紹介） 

◆魚﨑勇議員 それでは、本日参加しております議員を紹介いたします。 

まずはじめに鳥取市議会副議長田村繁已議員、続きまして岡田信俊議員、秋山智博議員、吉田

博幸議員、勝田鮮二議員、寺坂寛夫議員、角谷敏男議員、岩永安子議員、私、魚﨑勇でござい

ます。以上の議員によりまして本日の報告会を進めてまいります。 

それでは報告会に入ります前に、本日皆様にお配りしております資料の確認をさせていただ

きたいと思います。まず、議会報告会の次第について、次に鳥取市議会について、平成 27 年度

予算の概要、本日報告させていただきますパワーポイントの資料、最後に議会報告会について

のアンケート、以上５種類の資料となっております。 

次に、本日の日程について簡単に御説明させていただきます。まず、議会報告としまして、平

成 26 年度決算の概要や各常任委員会等からの報告をこのあと約 50 分程度行いまして。その後、

報告に対する質疑を皆さまからお受けいたします。質疑応答のお時間は約 40 分程度とさせてい

ただいております。 

（議会報告） 

◆魚﨑勇議員 それでは、これより次第に沿って各担当より議会報告を行います。 

－報告の内容は資料「平成 27年度鳥取市議会議会報告会」を参照－ 

 

（質疑応答） 

◆魚﨑勇議員 以上で議会からの報告を終わります。これから質疑応答に入りますが、質疑応答

に入る前にお願いいたします。ご質問のあります方は挙手のうえお名前を述べていただきまし

て質問を行っていただきますようお願いいたします。本報告会では会議録を残すこととなって

おりますので市議会ホームページで後日公開いたします。この場でお答えできない議会に関す

る質問につきましては、市議会ホームページで後日お答えいたします。 

できるだけ多くの皆さまから御質問をいただきたいと考えておりますので質問はお１人１回、

３分以内にまとめていただきますようお願いいたします。30秒前にはお時間をお知らせするベ

ルを鳴らさせていただきますので御協力ください。それでは質疑応答に入ります。 

 

◆質問者Ａ ○○のＡです。介護保険料の値上げについて聞きたいのですが、黒字ですのに何で

値上げをされるのですか。そのことをまず聞きたい。私の例を言いますと私は年金生活ですか

ら厚生年金が 240 万円、今度あがりますのが約３万円あがります。市民税が１万８千円あがり

ますが、市役所に電話したら赤字ですから補てんしてください。これだけです。こういう場合

はどこに相談に行けばいいでしょうか。その前になぜ黒字なのに値上げがあるのですか。この
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２点よろしくお願いします。 

◆岩永安子議員 福祉保健委員の岩永と申します。1 年生議員で十分お答えできるかどうかわか

りませんが、第６期の介護保険計画が審議をされて今回介護保険料を新たに決めました。今回

これからですね、値上げの理由ということで説明をされたのはこれから高齢者が増えてくると

いうことで介護保険のサービスも多く利用が見込まれる。という状況の中で一部低所得者の方

の介護保険料引き下げは実施されたのですが、基準のところの介護保険料おっしゃたように平

均 17千円ひきあがったということです。 

◆質問者Ａ ３万円ですよ。年金 240 万円それで３万円あがります。 

◆岩永安子議員 所得に応じてそれぞれ上がった幅が違うと思います。今回、今までよりも介護

保険料のなんぼからなんぼがいくらかという段階がより細かくなったのですが、特に高額の方

のところがあがった部分があったかなと思います。 

◆質問者Ａ 高額ではないですが、たった 240 万円でやりくりしている。縦割り行政をやらずに、

鳥取市の予算があるのですから何百億、そこから持ってくればいいことだと思いますし、今度

住民税が３千円あがります。48 千円ですよ年間あがるの。たった 240 万で 48 千円ひかれたら

ごっついです。市長さんは、２千万ほどもらっとんさるが、40万ほど入れとられますか。そう

いうことです。そういう苦情はどこに言っておたづねすればいいのか。私 1人ではないと思い

ますよ。だいだい２百４，５十万から３百万ぐらいが一番多いですから厚生年金。私は 47 年働

いてたった 240 万円です年間。夫婦２人ですから何とかぎりぎりやっとります。そこから５万

円ひかれたら大きいですよ。市長だったら 50 万円ですよ。 

◆岩永安子議員 今日意見を言っていただいてありがとうございます。私の方からも今日出され

た議会に伝えますし、ぜひご意見は高齢社会課が担当窓口ですのでどこに言ったらいいかとい

う質問については高齢社会課に直接言っていただくと当局の方も直接声が入ってきていいでは

ないかと思います。 

◆魚﨑勇議員 議会の方からもこのご意見は、執行部の方にお伝えしていきますのでよろしくお

願いいたします。 

◆質問者Ａ こんなん上げたらいけません。介護保険は一回も使ったことがない。かかってない

人がほとんどです。５万円もひかれたら大変ですよ。 

◆魚﨑勇議員 私も払わされておりますので、このことは執行部の方にしっかりお伝えしていき

ますのでよろしくお願いいたします。それではそのほかの方 

◆質問者Ｂ ○○のＢです。今日メモしてきたのですが市長や執行部に対して、各委員会や特別

委員会ありますけど委員会として反対してこうしてほしいというような意見を言われたことが

あるのでしょうか。私は全くないと思いますよ。確かに意見あって賛成反対されて賛成して市

長の執行部の答弁にみんな賛成されると思いますけども、ほとんどの委員会で反対して市長に

こういう風にしなさいというふうに言った各委員会がありましょうか。私は全くないと思いま

す。議会の価値がなくなったと思うのですが。市長は直接選挙で決めるんですけども議員の皆

さんは我々市民の代表として出ていくわけだからもう少し住民の立場に立った意見を議会で発

言していただきたい。そのことを強く思います。後ろの方が言われた全くそのとおりです。答
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弁になりませんがな議員さんが。議会として市長にこういう風に思うと是正しなさいというぐ

らいの強い意見を出していただきたい。それでないと何のために議員歳費をもらって活動する

議員だと疑われても仕方がないというふうに思います。もうひとつ中核市の事が出てますが、

国の統計でも、県の統計でも鳥取市もそうですし住民がだんだん減ってきてるわけです。特例

市をやめて中核市になるといわれているのですが、これだけ人口が減ってきている中で、果た

して中核市がいいのかどうか。このことを問いたいと思います。これは増える状況の中で市庁

舎が整備されるようですが、人口が減っている中で果たして中核市がいいのかどうか改めて問

いたいと思います。 

◆魚﨑勇議員 議員の役割についてということと、中核市についてということの意見でありまし

た。 

◆吉田博幸議員 中核市については、要件が緩和されたということ。本当に身近なサービスが市

民の方は期待できるというふうに思っております。市民の得になることだろうというふうに思

っています。 

◆質問者Ｂ 2 千いくつもの事業が県から委託されるわけですが、鳥取市の職員さんは、職員数

が減ってきている。それを補助するために臨時職員さんが増えている。２千いくつの事業を鳥

取市が受けてできるのかどうか。今の市の職員でそれが可能かどうか。身近になるといわれま

すけど職員が少なかったら全く身近にはなりません。保健所の関係では特殊な技能がいる人が

いっぱいいるのですが免疫の問題もありますし、インフルエンザの問題もありますし、それが

はたして今の市の職員でできるかどうか私はできないという風に思いますがどうですか。 

◆吉田博幸議員 それは予算を組んでそれなりの人数は配置していきます。 

◆質問者Ｂ 配置はいいですけどどこに配置するですか特殊な技能を持った方々を。 

◆吉田博幸議員 採用するわけです。お医者さんであろうが、技師の方であろうが採用していく

ということです。 

◆質問者Ｂ 県の養護学校の看護師さんが人が少なくて看護師さんがやめられました。そういう

ことがありました。そう簡単に採用するといわれても絶対そのことはできませんよ。 

◆吉田博幸議員 養護学校さんのことは良くわかりませんが、それぞれの事情があったんだろう

と聞いております。 

◆魚﨑勇議員 もう１点、議員の役割についてということで、副議長。 

◆田村繁已議員 先ほど議員の執行部に対してきびしい反対の意見が少ないのではないか。そう

いうことだったと思います。確かに各常任委員会でそれぞれの案件については議論をいたしま

す。そしてきびしい指摘も先程見られたように決算なんかでも指摘をしております。そういう

ような状況の中で全体的に市の進めていることがいけないのか、やっぱり修正をしながらとい

う部分でそれなりの議員さんは言われていると思います。それぞれがすべて採択されているの

ではないかということで疑問のお声だと思っております。そういう意見はしっかりお聞きして

議案ひとつづつ十分審議したうえで結論を出していきたい。そういうように各議員さんも常々

思っておりますので具体的な案件についてはまた議員さんを通してで結構ですのでご意見をい

ただきたいなあと思っております。よろしくお願いいたします。 
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◆質問者Ｃ 福祉保健委員会の報告の中で収支予算が計画を下回った、減収であったという理由

の中で内視鏡の検査枠の原因がありましたけど、胃カメラや大腸カメラのことなんでしょう。

しかし減収であった理由が大事ではなくて、これだけ健康づくりで早期発見を啓発しながら市

民病院の検査体制が間に合ってない現実の方が問題だと思う。胃カメラを飲んでみたいという

のはバリウムを飲んでもちょっと欠陥があるとどうせ胃カメラをせないけんということで胃カ

メラに集中するんですよ。そういう実態があるわけですから希望者には全員、一定の期間内に

は検査が受けれるようそういう体制をとるべきでありまして、収支の計画が下回った理由なん

かは教訓にすべきだけのことで報告に値しないと私は思います。文教経済委員会の中で市民病

院跡地が新庁舎ということで進んでいるわけですけれどもそこにスケボーの施設があります。

これは新庁舎が出来たらスケボーの施設を取っ払ってしまう。ということになるのでしょうか。

そういうあるものをなくするということは大変いけんことでありまして、スケボーの施設を設

置した経緯がきっちりありますので、それをふまえて代わりの施設をつくるようにそういう前

向きの議会の取り組みをしていただきたい。質問事項については以上２点であります。申し遅

れました○○のＣと言います。 

◆岩永安子議員 ありがとうございます。今言われた問題については、委員会でそういう意見が

あったということはみんなで再度議論したいと思います。今年も市立病院、ほかの病院もすで

に健診の予約がたくさん入っているというのも聞いてますので、同じようなことを繰り返さな

いように委員会で議論したいと思います。 

◆寺坂寛夫議員 スケボーの土地の件についていろいろ検討されていると思います。執行部の方

で。これは執行部に確認してみます。 

◆質問者Ｃ 経過がありますので。それをふまえた再設置、場所を変えてでも設置するような働

きかけを議会の方でお願いしたい。 

◆質問者Ｄ ○○のＤです。私は久松山の整備ということで、日頃執行部と話をしているわけで

すけど何の効果もない。全部久松山が竹山になってしまう。久松山を守る、竹を守っていくと

いうことになると自然環境を維持するためには市議会が先頭に立って働いてもらわないと久松

山は本当の竹山になってしまう。新庁舎建設には防災拠点の整備といいますけど、久松山の山

崩れを防ぐには保安林にしてありまして木を大切にしましょう、そして山崩れを防いでいきま

しょうという法律を無視して、竹をはやしてのうのうとしているわけです。執行部はあてにな

らん。役に立たん。そういうことで市議会が先頭に立って久松山を守る。遠くから見るときれ

いな山だなあと思ってみるわけですけども。実際は森林の下には竹がいっぱいはえているわけ

です。竹がいずれ伸びてきて木を枯らしてしまいすべてが竹山になる。議会が先頭に立って撲

滅していただきたい。 

◆岡田信俊議員 ありがとうございます。竹ばっかりになるということと反するかもしれません

けれども、久松山の整備等文化財課が文化庁と話をしながら進めているところは石垣などのこ

とで話が違うかもしれませんが整備をさせてもらっている。５月にもボランティアの方々にお

願いしまして整備をさせてもらっていますけど竹山のことでなしに、草取りとかそういうこと

ですけども、今のご意見、文書でもいただいてますのでもういちど委員会で考えさせていただ
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きまして。竹ばっかりにならんように対応させていただきたい。 

◆寺坂寛夫議員 林務水産課が枯れ松なんかの伐倒駆除とか。一時上に上がる道が通れないとい

うことがありましたので部分的に枯れ松の処置なんかを市の行政の方でやっているようです。

それもまた執行部に話したい。 

◆質問者Ｄ 効果のあることをやってない。役に立たんことばっかり。表面上はやってるという

ことになっているが、実際は中身のある仕事をやってきていない。市民の協力、市民と一緒に

と声かけて自分たちは１銭も使わずに草取りをして石垣が見えるようにした。竹を切ったこと

があるけど竹の先を１ｍ、２ｍほど切ったって何にもならん。根をからさんといけん。執行部

の今までやってきたことは何にもならない。30 年も 40 年もやってきて何にもならんその結果

が竹が増えてきた。 

◆魚﨑勇議員 貴重な意見ありがとうございます。委員会の方でしっかり議論をして、執行部の

方に伝えます。 

◆質問者Ｄ お願いします。議員の皆さんも私がこれだけ言うんですから、１回久松山何人か見

てください３人でも５人でも私が現状を説明します。執行部は役に立たん。 

◆魚﨑勇議員 ぜひとも見させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

◆質問者Ａ 前の市長の竹内さんの時に公民館主体で回られたことがありました。もうそろそろ

深澤さんも市の幹部でなくてもいい実際仕事している人と一緒に市議会の人と話をするよりか

も市の直接は仕事をしている人と話をする会というのを設けてほしい。議員の皆さんから市の

方に言っていただくというわけにはいかないでしょうか。議員の方が言って鳥取市を回って声

を聞いてみなさいと。住みたくなる鳥取市だって言って、まだ市長になられて何年もたってな

いけちょっと待てって言われるかもわからんけど、みなさん意見いっぱいあると思います。公

民館周りをしてもらうと。議会の方からひとつ声をかけてみてください。  

◆田村繁己副議長 市長就任して１年半ぐらいになるですか。今言われているのは、各地域に小

学校区とかに出向いて、地域の皆さんの地域の課題とか執行部のこととか、そういう場が欲し

いということで。実は２年に１回地域づくり懇談会を開催しております。２年に１回という割

合なのでなかなか随時というわけに行かんけども。もうちょっと早く回って来いよということ

だろうと思います。それはそれで市民の皆さん出来る限り回転を早くしてでも回れるようにと

いうことだろうと思いますので、それはまた執行部の方に要望して、ただ全然やってないとい

うことではなしに、２年に１回はやってるということは私も承知しております。 

◆質問者Ａ 岩美町になりたいわ。智頭に変更をお願いしたいわ。出せれるもんなら。いつもで

も暮らしたい誰もが暮らしたくなる夢と希望に満ちた鳥取市って、ええこと言いなるけどほん

とに。  

◆田村繁己副議長 岩美町民になってでもということですけど、できれば今いるところでしっか

りと議員も地域の皆様の声を聞きながら少しでもいい街にしていきたいという思いはあります

ので、ぜひ岩美町にかえてもというような気持ちはちょっと考え直していただいて、ご意見聞

きながらしっかりと市議会も取り組んでまいりますのでよろしくお願いいたします。 

◆質問者Ａ 倉吉市も税金が高くて、旧羽合町はものすごく安くて倉吉市から若いもんがどんど
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ん旧羽合町に逃げたそういうこともあるです。 

◆田村繁己副議長 いろんなたとえを言われておられますけどしっかりと鳥取市も魅力ある定住

対策をやって行かないといけないなあと思っておりますし、執行部の方もこの定住対策は大き

な課題でありますので、その意見を聞きながらひとつひとつ本当に住んで良かったなあと言わ

れるようなそういう地域を頑張ってまいりますのでよろしくお願いいたします 

◆魚﨑勇議員 それでは時間も押しておりますので、以上で平成 27 年度鳥取市議会議会報告会を

終了させていただきます。貴重なご意見ありがとうございました(拍手) 

なおお配りしておりますアンケートにご記入いただきましてお帰りの際に受付にお渡しいた

だければと思います。よろしくお願いいたします。また駐車券をお持ちの方は、会場出口に処

理機がございますので通していただいてお帰り下さい。１階の南出口にも処理機がございます

のでよろしくお願いいたします。今日はどうもありがとうございました。 

午後 3時 30 分 閉会 


